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背景 
 
食道癌のリンパ節診断には CTを中心に PETや EUSが用いられているが,いずれ 
も十分な診断能とは言えない.食道癌リンパ節転移診断の障害としては小さな転移 
リンパ節の存在が一つの要因となっている.しかし,PETなど質的診断を行うため 
の従来のモダリティーは空間分解能が低く,小さな転移リンパ節診断には向かな 
い. MRIの diffusion weighted imaging(DWI)は機能画像であり,近年癌領域では 
Biomarker Imagingとして臨床応用されている.今回食道癌リンパ節診断における  
thin CTによる拾い上げ診断に加えた DWIの相補的診断成績とその臨床的有用性 
に関して検討する. 
 
方法 
 
対象は 2007年 8月～2014年 8月まで当科で手術を行った術前未治療の食道癌 
治癒切除例 105例,病変 110病変. 術前未治療の手術症例は術前診断 StageⅠまた 
は,StageⅡ,Ⅲで腎機能障害,年齢などにより術前化学療法の適応外と判断した症 
例である.術前に thin CT,MRIを撮影し,以下の 3項について検討した. 
 
(1) 後ろ向き検討による thin CT単独,thin CTに DWIを併用(以後 thin CT/DWIと 
略す)したリンパ節診断能の検討. 
 
(2) 前向き検討による thin CT/DWI診断能の検討 
 (3) thin CT/DWI診断における転移リンパ節と生存率の関係を検討. 
 
結果 
 
(1) 後ろ向き検討による thin CT単独診断では感度 38%,特異度 80%,陽性的中率  
30%,陰性的中率 85%,正診率 72%であった. thin CT/DWIでは ADC値 1.5を cut off値と
し,感度 45%,特異度 99%,陽性的中率 90陰性的中率 89%正診率 90%であった. 
 
(2) thin CT/DWIの前向き検討では感度 42%,特異度 99%,陽性的中率 83%,陰性 
的中率 92%,正診率 91% であった. 
 
(3) 生存率の検討では thin CT 単独診断によるリンパ節診断では転移の有無で生存率に有意差
をみとめなかったが,thin CT/DWI 診断 による転移リンパ節陽性の有無と生存率の比較検
討では thin CT/DWIでリンパ節転移陽性例は陰性例と比較し有意に予後不良であった. 
 
考察 
 
(1)後ろ向き検討 
 
①thin CT単独の転移リンパ節診断成績 
 
thin CT単独のリンパ節診断能が不十分であった原因としては組織学的転移リンパ節でも径
が大きくなるものは限られており,逆に非転移リンパ節の中にも反応性に腫大しているリン
パ節が多いことが挙げられる.径だけでは論じることが難しいと思われる. 
 
① thin CT/DWIによる転移リンパ節診断成績 
 
thin CT/DWI のリンパ節診断能は全項で診断能の向上をみとめたが,特に陽性的中率の上昇
が著しかった.感度の上昇は径の小さいリンパ節診断が可能になったことが挙げられる.た
だし,感度が 45%にとどまった原因は,癌占拠率の低い転移リンパ節が多いことにあると予
想される.  
 
③新たな診断基準の作成. 
 
主に結果の項に記載,前向き検討で新たな診断基準の診断能を検討した. 
 
 (2)新基準を用いた前向き検討による thin CT/DWIの診断成績 
 
10 例と症例数はまだ少ないが,診断能は後ろ向き検討と比較しても感度,陽性的中率がわず
かに低下する程度であった. 
本診断基準に関しては,症例数を重ねさらなる検討をすすめる必要があると考える. 
 
(3) thin CT/DWI 診断によるリンパ節転移陽性と生存率の関係 
①thin CT 単独診断による転移リンパ節陽性の有無と生存率の比較検討. 
 
thin CT診断によるリンパ節転移陽性は生存率に影響がないという結果であった.thin CT 
診断は主に径による.つまり,径による診断は臨床的意義が少ないと考えられる. 
 
②thin CT/DWI 診断 による転移リンパ節陽性の有無と生存率の比較検討. 
 
thin CT/DWI診断によるリンパ節転移陽性は生存率に影響があるという結果であった.DWI
による質的診断によるリンパ節転移診断は臨床的意義が高いと考えられる. 
 
③thin CT/DWI 診断による転移リンパ節陰性群における組織学的リンパ節転移陽性の有 
無と生存率の比較. 
 
thin CT/DWI 陰性群では組織学的リンパ節転移の有無で生存率に有意差をみとめなかっ
た.つまり,組織学的にリンパ節転移陽性でも thin CT/DWIでリンパ節陰性なら臨床的意義
が少ないことが示唆された. 理由として,DWIは細胞密度を反映しているため,癌占拠率の
低い転移リンパ節や,微小転移は拾えない可能性が高い. DWI で同定できないような癌占
拠率の低い転移リンパ節,微小転移リンパ節は手術により郭清されてしまえば,生存率に
は影響しないということも考えられる. 
組織学的転移陽性の有無にかかわらず,臨床的に thin CT/DWI によるリンパ節転移診断は
重要な診断であると考えられる. 
 
結論 
食道癌リンパ節診断における thin CT/DWIは簡便な診断法であり予後を含めた評価に有用で 
ある. 
 
  
 
